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写真家。1958年、徳島生まれ。85年発売の
写真集『RAKUEN』で木村伊兵衛賞を当
時最年少で受賞。世界各地で“楽園”をテー
マに写真を撮り続ける。「楽園」シリーズ最新
刊は『日本の楽園島』（青幻舎）。『日本の世
界遺産』『室生寺』など日本文化に関する写
真集も数多い。『東大寺』に続いて2022年
に出版した大型豪華本『法隆寺』も話題に。

みよし・かずよし

構成＝ いなもあきこ

第
14
回

日本の絶
景一度は訪

れたい

一度は訪れたい
日本の絶景  三好和義
第14回 小笠原諸島 （東京都）

No.156  2024 

発行　NECフィールディング株式会社
　　　〒108-0073 東京都港区三田一丁目4番28号
　　　https://www.fielding.co.jp

編集・制作　日経BP／日経BPコンサルティング
デザイン　ボールドグラフィック
印刷　広英社

本誌掲載の写真・記事の無断転載および複写を禁じます。 落丁、乱丁などの不良品
がございましたらお申し出ください。お取り替えいたします。 記事中の意見・見解はNEC
フィールディング株式会社のそれとは必ずしも合致するものではありません。

COVER PHOTO：PIXTA

2

4

　　

6

8

F R O M  F I E L D I N G

10

13

14

17

18

ニッポンの元気な会社
第34回 豊中市 （大阪府）

最新 ITキーワード  中島 洋
第34回 ハイパーオートメーション

フィールディング全力支援  
Vol.05  保守部品の管理、   

社内教育を通じて   
顧客満足度向上に寄与

NEWS & TOPICS

おとなの歴史再入門  河合 敦
第28回  なぜか年上の女性にもてる

藤原道長

［特 集］

目的地として訪れる
「空港」の魅力
新しくなった主要ターミナルBIG4

全国各地の個性派空港

東
京
都

小
笠
原
諸
島

写
真
＝
三
好
和
義

　

東
京
か
ら
約
１
０
０
０
km
南
の
洋
上

に
浮
か
ぶ
、
小
笠
原
諸
島
。
僕
は
十
数

年
前
に
初
め
て
訪
れ
て
以
来
、
７
、８
回

通
っ
て
い
ま
す
。
竹
芝
桟
橋
か
ら
ほ
ぼ

１
週
間
に
１
本
出
る
船
が
唯
一
の
ア
ク
セ

ス
方
法
な
の
で
、
そ
の
意
味
で「
地
球
上

で
日
本
か
ら
最
も
遠
い
と
こ
ろ
」と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

誕
生
以
来
、一
度
も
大
陸
と
つ
な
が
っ

た
こ
と
が
な
い
た
め
、独
自
の
進
化
を
遂

げ
た
動
植
物
の
固
有
種
が
豊
富
。
ア
カ

ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
、ハ
ハ
ジ
マ
メ
グ
ロ
な

ど
の
鳥
類
、タ
コ
ノ
キ
、ム
ニ
ン
ツ
ツ
ジ
な

ど
の
植
物
を
観
察
で
き
、
24
種
類
の
ク

ジ
ラ
や
イ
ル
カ
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
父
島
に
い
く
つ
か
あ
る
見
晴

ら
し
の
良
い
展
望
台
の
一つ
、
長
崎
展
望

台
か
ら
の
風
景
で
す
。
岩
場
の
上
か
ら

海
を
一
望
で
き
る
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
の
で
、

サ
ン
ゴ
礁
や
色
と
り
ど
り
の
熱
帯
魚

海
中
に
向
か
っ
て
鋭
く
落
ち
込
む
岩
肌

青
の
見
事
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
と

神
秘
的
な
表
情
が
目
を
奪
う
海

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
色
に
出
合
え
ま
す
。

　

深
い
青
か
ら
明
る
く
輝
く
エ
メ
ラ
ル

ド
グ
リ
ー
ン
ま
で
変
化
に
富
む
海
の
色

の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ど
れ
だ
け
見
て

も
飽
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
世
界
中
の

海
を
撮
影
し
て
き
ま
し
た
が
、こ
こ
が
最

も
美
し
い
と
僕
は
思
い
ま
す
。
島
の
東

側
に
あ
る
長
崎
展
望
台
か
ら
眺
め
る
な

ら
、
逆
光
に
な
る
午
前
中
よ
り
も
、
午

後
、
太
陽
が
高
い
位
置
に
あ
る
時
間
帯

の
方
が
お
す
す
め
。
表
情
豊
か
な
海
の

色
を
十
二
分
に
堪
能
で
き
ま
す
。

鳥島

父島

母島

伊
豆
諸
島

小
笠
原
諸
島

北硫黄島

硫黄島

南硫黄島

父島

母島

兄島

弟島
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メ
ン
ト
化
」を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
る
。

そ
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
の
が
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
チ
ャ
ン
ギ
空
港
だ
と

い
う
。

「
航
空
格
付
け
会
社
の
ス
カ
イ
ト

ラ
ッ
ク
ス
社
が
発
表
す
る
空
港
ラ
ン

キ
ン
グ
で
、
チ
ャ
ン
ギ
空
港
は
ほ
ぼ
毎

年
1
位
に
輝
い
て
い
ま
す
。
天
井
か
ら

巨
大
な
滝
が
流
れ
落
ち
る
演
出
が
楽

し
い
大
型
商
業
施
設
ジ
ュ
エ
ル
や
バ

タ
フ
ラ
イ
ガ
ー
デ
ン
、
映
画
館
、
ス
ラ

イ
ダ
ー
。
空
港
内
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

多
彩
な
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
を

備
え
て
い
ま
す
。
こ
の
チ
ャ
ン
ギ
空
港

を
手
本
に
、
日
本
の
空
港
各
社
も
、
人

が
集
ま
り
、
楽
し
め
る
空
港
づ
く
り
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
」

　
そ
の
成
果
は
は
っ
き
り
と
表
れ
て

い
る
。「
飛
行
機
に
乗
ら
な
く
て
も
空

港
は
楽
し
い
」と
、
集
客
力
の
あ
る
空

港
が
増
加
し
て
い
る
。

「
日
本
で
も
空
港
の
民
営
化
が
進
み
、

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
を

手
が
け
る
民
間
企
業
が
運
営
を
手
が

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
て
空
港
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
の

で
、訪
れ
る
と
わ
く
わ
く
と
楽
し
い
気

分
に
浸
れ
ま
す
。
羽
田
空
港
、
中
部
国

際
空
港
、
新
千
歳
空
港
な
ど
、
海
外
に

引
け
を
取
ら
な
い
空
港
が
増
え
ま
し

た
ね
」

写真＝齊藤成人、PIXTA

　
外
国
人
旅
行
者
か
ら
の
日
本
の
空

港
の
評
価
も
高
ま
っ
て
い
る
と
齊
藤

さ
ん
は
言
う
。

「
空
港
の
設
備
が
良
く
な
っ
た
こ
と

に
加
え
、
日
本
の
空
港
は
清
潔
だ
と
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
ト
イ
レ
に
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
あ
る
の
は
当
た

り
前
だ
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
お
し
ぼ

り
が
出
て
く
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
は

当
然
の
こ
と
も
、
海
外
の
人
に
は
驚
き

な
の
で
す
」

　
ほ
と
ん
ど
の
空
港
に
備
え
ら
れ
て

い
る「
展
望
デ
ッ
キ
」も
魅
力
が
増
加
。

一
昔
前
は
入
場
料
が
必
要
だ
っ
た
空

港
も
あ
っ
た
が
、
今
は
ど
こ
も
無
料
で

開
放
さ
れ
て
い
る
。

「
静
岡
空
港
は
富
士
山
の
眺
め
が
素

晴
ら
し
い
展
望
デ
ッ
キ
を
新
設
。
大
阪

国
際
空
港（
伊
丹
空
港
）で
は
全
長
約

4
0
0
m
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
導
入

し
ま
し
た
。
離
着
陸
す
る
飛
行
機
を
撮

影
し
、S
N
S
に
ア
ッ
プ
す
る
。
そ
ん

な
楽
し
み
が
あ
る
展
望
デ
ッ
キ
に
、
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。
空
港
が
ま

す
ま
す
好
き
に
な
る
は
ず
で
す
」

Adviser

空港アナリストとして、20年
以上前から全国の空港探
訪を開始。世界含めて200
カ所以上の空港を訪問。著
書に『最高の空港の歩き方』

（ポプラ新書）など。

空港アナリスト

齊藤成人さん

旅
の
玄
関
口
と
呼
ば
れ
、発
着
や
乗
り
継
ぎ
の

場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
空
港
。

だ
が
、そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
は
こ
の
数
年
で
大
き
く
変
わ
っ
た
。

本
格
的
な
レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
、個
性
的
な
シ
ョ
ッ
プ
が

立
ち
並
ぶ
様
子
は
ま
る
で
ひ
と
つ
の
街
の
よ
う
。

温
泉
や
映
画
館
な
ど
を
備
え
た
空
港
も
登
場
し
て
い
る
。

時
間
を
か
け
て
過
ご
し
た
く
な
る
空
港
へ
、

旅
の
目
的
地
と
し
て
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

文
＝
川
岸 

徹
目
的
地
と
し
て
訪
れ
る

空
港
の
魅
力

チャンギ空港がすごい！
世界60カ国、200都市以上に就航する東南ア
ジア最大のハブ、シンガポールのチャンギ空港。
ターミナルのシンボルとして親しまれているのがレ
イン・ボルテックス。高さ40ｍのスケールをもつ巨
大な滝で屋内にあるものでは世界最大。滝の周
囲には森が広がり、遊歩道も設けられている。ほ
かにも映画館や庭
園、約280店舗をも
つショッピングエリア

「ジュエル」などがあ
り、1日かけても遊び
つくせないほどだ。

豊富な
ショッピングスポット

アミューズメント化
空港民営化やLCCの台頭により価
格競争が激化。空港は来場者を増や
し、売り上げを増加させるために、空港
の「アミューズメント化」に乗り出した。
搭乗者以外も楽しめる、旅の目的地に
なるような空港づくりが望まれている。

展望デッキの改善
空港の定番スポット、展望デッキ。離
陸する飛行機を眺めるのは楽しく、写
真に収めたくなる。かつては有料で客
を入れていた空港もあったが、今はす
べての空港が無料。子供向けの遊具
を備えるなど、設備も充実している。

ビジネス
設備の向上

出張で空港を利用する機会が
多いというビジネスパーソンも多
いのでは。最近はほとんどの空
港でWi-Fiが無 料 利 用 可 能。
ワーキングスペースや打ち合わ
せに使えるラウンジなどを備えた
空港も増加している。

その土地の土産品を扱うショップは以前から
あったが、最近はアミューズメント性が高まっ
ている。たとえば新千歳空港にある「Royce' 
Chocolate World」。工場が併設されてお
り、チョコレートの製造工程が見学できる。

グルメスポットの充実
人気の空港には食スポットが充実して
いる。ワイン醸造所を備えたレストラン
をもつ大阪国際空港、10軒の飲食店
が並ぶ「ラーメン滑走路」が人気の福
岡空港。飛行機に乗らない客も取り
込み、活気を生み出している。

進化する空港

が変わった！
ココ

世
界
一の

空港

　
こ
こ
数
年
、
空
港
が
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。
一
昔
前
ま
で
空
港
は
飛
行
機

に
乗
る
た
め
の〝
交
通
施
設
〟だ
っ
た
。

だ
が
最
近
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
に
洒
落

た
飲
食
店
や
シ
ョ
ッ
プ
が
立
ち
並
び
、

映
画
館
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
備
え
た

個
性
的
な
空
港
も
登
場
。
空
港
は
飛
行

機
に
乗
る
た
め
だ
け
の
場
所
で
は
な

く
、
エ
ン
タ
メ
を
楽
し
む〝
お
出
か
け

ス
ポ
ッ
ト
〟へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
。

　
な
ぜ
空
港
は
変
わ
っ
た
の
か
。
空
港

ア
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る
齊
藤

成
人
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

「
1
9
9
0
年
代
か
ら
2
0
0
0
年

代
に
か
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
空
港
の

民
営
化
が
進
み
ま
し
た
。E
U
統
合
に

よ
る
競
争
市
場
の
創
設
と
L
C
C
登

場
に
よ
る
航
空
自
由
化
が
主
な
要
因

で
す
。
そ
の
結
果
、
航
空
会
社
の
価
格

競
争
が
激
し
く
な
り
、
空
港
側
も
自
分

た
ち
の
空
港
に
路
線
を
呼
び
込
む
た

め
に
着
陸
料
を
下
げ
る
必
要
が
出
て

き
ま
し
た
。
で
は
、
着
陸
料
を
値
下
げ

し
た
ぶ
ん
、ど
こ
で
稼
げ
ば
い
い
の
か
。

空
港
の
運
営
者
は
空
港
内
で
の
買
い

物
や
飲
食
に
よ
っ
て
利
用
者
に
お
金

を
落
と
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
ま
し

た
。
こ
の
運
営
方
針
で
イ
ギ
リ
ス
や
ド

イ
ツ
が
成
功
を
収
め
た
た
め
、
世
界
中

の
空
港
が
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
化
に

力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
」

　
今
、
世
界
の
空
港
は「
ア
ミ
ュ
ー
ズ
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日本を代表する4つの空港、羽田空港、
新千歳空港、中部国際空港、関西国
際空港。「何年も前に行ったきり」という
人はその進化に驚くはず。従来のイメー
ジが変わる空港体験を楽しんでみて。

　
国
内
を
代
表
す
る
空
港
と
い
え
ば
、

や
は
り
羽
田
空
港
だ
。2
0
2
2
年
度

の
旅
客
者
数
は
約
5
9
8
1
万
人
を

数
え
、
2
位
の
成
田
空
港
約
1

 

8

 

6

 
5
 

万
人
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。

そ
ん
な
日
本
の
玄
関
口
と
い
え
る
羽

田
空
港
は
進
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
凄
ま

じ
い
。

「
羽
田
空
港
は
今
最
も
攻
め
て
い
る
空

港
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
流
行
に
よ
り
旅
客
数
は
大
き
く

減
少
し
ま
し
た
が
、
そ
の
間
も
羽
田
空

港
は
コ
ロ
ナ
後
の
状
況
を
予
測
し
着
々

と
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
た
と
え

ば
、2
0
2
1
年
6
月
に
第
1
タ
ー
ミ

ナ
ル
に
オ
ー
プ
ン
し
た
北
海
道
物
産

シ
ョ
ッ
プ〝
ど
さ
ん
こ
プ
ラ
ザ
〟。
飛
行

機
に
乗
ら
な
い
客
で
も
空
港
を
楽
し
め

る
よ
う
に
と
、
攻
め
の
テ
ナ
ン
ト
誘
致

を
行
っ
た
の
で
す
」（
齊
藤
さ
ん
）

　
現
在
、
羽
田
空
港
に
は
第
1
か
ら
第

3
ま
で
3
つ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
る
。

そ
の
ど
れ
も
が
個
性
的
。
国
際
線
が
離

発
着
す
る
第
3
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
は
江
戸

の
街
並
み
を
再
現
す
る
な
ど
、
外
国
人

旅
行
客
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
に
ア

ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
性
豊
か
な
仕
掛
け
が

施
さ
れ
て
い
る
。

　
羽
田
空
港
だ
け
で
な
く
、
新
千
歳
空

港
、中
部
国
際
空
港
、関
西
国
際
空
港
と

い
っ
た
国
内
の
主
要
空
港
も
大
き
な
進

化
を
遂
げ
て
い
る
。
飛
行
機
に
乗
ら
な

い
人
も
、
そ
の
魅
力
を
味
わ
い
に
出
か

け
て
み
て
ほ
し
い
。

写真＝齊藤成人、アフロ、PIXTA

2005年愛知万博の開催に合わせて開港、セントレアの愛称で
親しまれている。空港内はまるでテーマパークのようなムード。宿
場町をイメージした「ちょうちん横丁」には“名古屋めし”を堪能で
きる店がずらり。ヨーロッパの街並みを模した「レンガ通り」には、
スタイリッシュなショップが立ち並ぶ。そしてセントレアならではの
スポットが「フライト・オブ・ドリームズ」。ボーイング787の実機展
示などを通して、飛行機の仕組みを学ぶことができる。

1994年、大阪湾の海上に開港した国際空港。現在、ターミ
ナルビルは大規模改修中で、大阪・関西万博が開催される
2025年春にグランドオープンを予定している。一部の店舗
や施設は休業中だが、空港の敷地内にある関空展望ホール

「Sky View」は開業。飛行機好きにはたまらないスポットで、
滑走路を一望するスカイデッキや、多彩なエアライングッズ
が揃うショップ、航空機や関西国際空港について学べるス
カイミュージアムなどがある。

「日本一楽しいエンタメ空港」と評されることも多い北海道の玄
関口。ターミナルビルには「フードコート」「グルメワールド」「北海
道ラーメン道場」があり、新鮮な海の幸を使った料理や味噌ラー
メン、スープカレーなど北のグルメが堪能できる。また、日本初の
エアポートシネマ「新千歳空港シアター」や「ドラえもんわくわくス
カイパーク」などアミューズメント施設も目白押し。温泉やマッサー
ジ施設も用意され、大人だけでなくファミリーにも人気が高い。

新しくなった
主要ターミナル

日本一の旅客者数を誇るハブ空港で、スカイトラッ
クス社が公表する世界空港ランキング2019年版で
はシンガポールのチャンギ空港に次いで2位に輝い
た。京急線と東京モノレールの駅に直結。2022年
には多摩川スカイブリッジが開通し、川崎方面から
のアクセスも向上した。現在、空港は3つのターミナ
ルビルで構成され、それぞれが異なる個性をもって
いる。羽田空港限定のメニューやグッズを販売する
レストランやショップも多い。

羽田空港
進化を続ける日本の玄関口

新千歳空港
グルメのほか、温泉施設や映画館も

中部国際空港
ボーイング787を展示

関西国際空港
万博に向けて大規模改修中

5階「THE HANEDA HOUSE」は“通過す
る場所から滞在する場所へ”がコンセプト。個
性的なショップやレストランが並ぶ。最近では

「北海道どさんこプラザ」が話題。

［ 第1ターミナル ］

国際線が発着するロビーがあるため、レストラ
ンや土産店のほか免税店が充実。5階にあ
る展望デッキは日の出の美しさに定評があ
り、元日には毎年2000人以上が訪れる。

［ 第2ターミナル ］

国際線専用ターミナルのため、日本の魅力を
発信するショップやサービスが豊富。4階に
は江戸の街並みを模した「江戸小路」という
エリアがあり、日本橋を再現している。

［ 第3ターミナル ］

工藤支店長から一言

NECフィールディング
北海道支社 札幌支店

大人気の「びえいのコー
ンぱん」は地元の人も入
手困難。空港時間を確保
して、GETしてください！

DATA
所在地：北海道千歳市美々1292-33
https://www.new-chitose-airport.jp/ja/

DATA
所在地：東京都大田区羽田空港
https://tokyo-haneda.com/

DATA
所在地：愛知県常滑市セントレア1-1
https://www.centrair.jp/

DATA
所在地：大阪府泉佐野市泉州空港北1
https://www.kansai-airport.or.jp/

2010年10月 新国際線旅客ターミナル供用開始
2011年11月 第1旅客ターミナル出発エリア・屋上エリアリニューアル
2013年4月 第2旅客ターミナル南ピア3スポット増設
2018年12月 第2旅客ターミナル「サテライト」供用開始
2018年12月 第1旅客ターミナル商業施設「THE HANEDA HOUSE」開業
2019年12月 国際線ターミナル施設増築部分開業（チェックインカウンター増設）
2020年3月 国際線ターミナルが第3旅客ターミナルに名称変更
2020年3月 第2旅客ターミナル拡張エリア（国際線施設）供用開始
2020年7月 羽田イノベーションシティ（空港跡地第1ゾーン）先行開業
2021年7月 第3旅客ターミナル「ビジネスジェット専用ゲート」供用開始
2022年3月 多摩川スカイブリッジ開通

2010年以降の羽田空港の主な動き

7

表紙の答えはこれ!
Check!



9 8写真＝齊藤成人、アフロ、PIXTA

「愛媛マルゴト自転車道構想」を推進する愛
媛県。県内にはしまなみ海道をはじめ28の
サイクリングコースが設けられている。そんな
サイクリングの拠点として使えるのが松山空
港。ターミナルビル前に自転車を組み立てら
れるサイクルスタンド2基と空気入れが常備
されたサイクルステーションを用意。ビル内に
は男女別の更衣室もある。また、みかんも愛
媛県の名物として有名。1階ロビーにみかん
ジュースが出てくる蛇口が設置されている。

パイロットを養成するための訓練飛行場として誕生したみやこ下地島空港。2019
年にリニューアルされ、リゾート感あふれる美しいターミナルへと生まれ変わった。ぜ
ひ訪れたいのが滑走路の先端に位置する「17エンド」エリア。目の前に透き通った
海が広がり、“国内空港最高のインスタ映えスポット”として人気を集めている。ター
ミナルにはラグジュアリーホテルと見紛うようなバーやカフェもあり、搭乗の待ち時間
を楽しいものにしてくれる。

個性派空港
その土地ならではの風景やグルメとの出会いが楽しい地方都市の空港。
最近はターミナルビルがリニューアルされるなど、地域の魅力をさらに深く感じられるように進化している。
旅の目的地としても訪れたくなる魅力的な空港を紹介する。

50年ぶりとなる大規模改修を経て2020年にグランドオープンした大阪国際
空港。全長約400m、総面積約7700㎡の広々としたウッドデッキが新設さ
れ、飛行機の迫力ある離陸風景やロマンチックな夜の滑走路など、非日常の
光景を楽しむことができる。また、世界で初めてとなる空港内ワイン醸造所が
誕生。醸造風景を眺めながら味わう南イタリア料理や世界各地のワインは格
別のおいしさ。空港限定ワインはプレゼントやお土産に喜ばれそう。

大阪国際空港
（伊丹空港）

世界初のワイン醸造所が登場

東日本大震災で大きな被害を受けながら、半年で復旧を果たした“復興のシンボ
ル”。震災の記憶を後世に受け継いでいくために、空港1階の柱には津波到達
の高さを伝える表示が掲げられている。「ランナーズポート」が設置されているの
も仙台空港ならではの特色。シャワー、ロッカー、更衣室などが用意されているほ
か、バスタオルのレンタルも行っている。空港周辺にもランニングコースがあるの
で、運動不足解消のために軽く走ってみては。

仙台空港
空港を拠点にランを楽しむ

標高372mの高台に位置する眺望自慢の空港。空港ビル3階の無料展望デッ
キからは那須、磐梯、安達太良の山々が一望できる。空港は須賀川市と玉川村
にまたがっており、須賀川市は“特撮の神様”と呼ばれるクリエーター・円谷英二
監督の故郷として有名。それにちなみ、空港内にはウルトラマンや怪獣など、たく
さんのキャラクター像が設置されている。2階には東北唯一の公式ウルトラマン
ショップもあるので、円谷ワールドを満喫したい。

福島空港
空港内はウルトラマン尽くし！

伊藤支店長から一言

NECフィールディング
四国支社 松山支店

四国を模した揚げたてじゃ
こ天はふわふわ絶品！食事
や土産も充実、愛媛県の
魅力を一度に楽しめます。

“富士山静岡空港”の愛称で親しまれる地方空港。富士山の
眺めを満喫したいなら、ターミナルビルの東側に新設された

「石雲院展望デッキ」へ。禅の極意である円を取り入れた建
物のデザインが印象的。デッキからは富士山を背景に離陸す
る飛行機が撮影できるので、SNS映えする一枚を狙ってみた
い。ターミナルビルは静岡県産の木材をふんだんに使用した
ぬくもりある造り。県内の人気店が出店するフードコートや静
岡茶の専門店などがある。

静岡空港
富士山の眺めが素晴らしい

九州で最大の乗降客数を誇り、観光やビジネスの拠点として多目的に使われ
る主要空港。北海道から九州まで10店舗の味巡りが楽しめる「ラーメン滑走
路」や、九州スイーツが揃う「SWEETS HALL」など飲食＆ショッピング施設
が充実している。豊富なラウンジもビジネスパーソンには魅力的。航空会社ラ
ウンジ、カードラウンジのほか、書店「TSUTAYA BOOKSTORE」にもコワー
キングスペースをもつラウンジが設置されている。

福岡空港
ラウンジの充実がうれしい

富山空港
立山の眺望と新鮮な海の幸が自慢

小中支店長から一言

NECフィールディング
中部支社 静岡支店

日本一の富士山をバック
に離着陸する飛行機は壮
観です。「富士山遊覧フラ
イトツアー」も人気ですよ。

松山空港
自転車の街ならではの空港

みやこ下地島空港
まるでラグジュアリーホテル

DATA
所在地：宮城県名取市下増田字南原無番地
https://www.sendai-airport.co.jp/

ターミナルビルには古くから山岳信仰の聖地として崇められてきた立山連峰を望む展望
デッキや、富山の代表的産業であるガラス工芸の魅力を伝えるガラスオブジェ「無限の
遠方」を設置。富山の多彩な魅力を感じられるのが富山空港だ。日本海の海の幸を堪能
したいなら、「とやま鮨 空港店 たねや」へ。ホタルイカやノドグロなど、北陸の新鮮な魚介
類を味わうことができる。個室が完備されており、ビジネスミーティングにも利用しやすい。

DATA
所在地：富山県富山市秋ケ島30　https://www.toyama-airport.co.jp/

DATA
所在地：静岡県牧之原市坂口3336-4
https://www.mtfuji-shizuokaairport.jp/

DATA
所在地：福島県石川郡玉川村大字北須釜はばき田21
https://fks-ab.co.jp/

DATA
所在地：福岡県福岡市博多区大字青木739
https://www.fukuoka-airport.jp/

DATA
所在地：大阪府豊中市蛍池西町3-555
https://www.osaka-airport.co.jp/

DATA
所在地：愛媛県松山市南吉田町2731
https://www.matsuyama-airport.co.jp/

DATA
所在地：沖縄県宮古島市伊良部字佐和田1727
https://shimojishima.jp/
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まだある！

全国各地の



市民サービスの向上や職員の業務効率化を目
的に、自治体業務のデジタル化が進められてい
ます。デジタル化を進めるに当たっては、システ
ム運用の煩雑化、コスト増大といった課題が浮
上しているケースも少なくありません。豊中市様
はゼロトラストを前提としたネットワーク環境
の構築をはじめ、セキュリティと利便性の向上
を実現する先進的な取り組みを進めています。

豊中市
都市経営部
デジタル戦略課
課長

伊藤 洋輔 氏

豊中市 
都市経営部 
デジタル戦略課 
課長補佐

中山 一馬 氏

豊中市 
都市経営部 
デジタル戦略課 
ICT基盤管理係長

松田 耕 氏

「
三
層
の
対
策
」で
セ
キ
ュ
リ
ティ

向
上
も
業
務
の
利
便
性
に
課
題

─
豊
中
市
で
は
2
0
2
0
年
８
月

に「
と
よ
な
か
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン

ト
宣
言
」を
発
表
し
、
翌
9
月
に
は「
と

よ
な
か
デ
ジ
タ
ル・ガ
バ
メ
ン
ト
戦
略
」

に
基
づ
く
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

伊
藤　
自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
言
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
状
況
で
す

が
、
企
業
に
比
べ
れ
ば
遅
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
の
最
中
に

も
日
々
多
く
の
市
民
が
来
庁
し
て
お

り
、
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
必

達
事
項
で
し
た
。ま
た
、
働
き
方
改
革

第　  回34

ニッポンの
元気な会社

大阪府

［ 豊中市 ］

クラウドサービスを
利用した
4層モデルを導入

DATA

所在地：大阪府豊中市中桜塚三丁目1番1号
概　要：大阪市の北側に位置する、人口39万9222人

（2023年11月1日現在）の中核市。大きさは東西6㎞、
南北10.3㎞あり面積は36.6平方㎞。市東部から吹田
市にかけては、1962年に開発された「千里ニュータウ
ン」がある。一時はピークの7割ほどまで人口が減少
したものの、市が推進した同地域の再整備が奏功し、
人口は回復しつつある。 

豊中市

や
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
と
い
っ
た
社
会

的
変
化
を
受
け
、
職
員
の
業
務
効
率
化

に
も
本
腰
を
入
れ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で
デ
ジ
タ
ル
化
に

よ
っ
て
市
を
変
え
て
い
こ
う
、
と
い
う

の
が
宣
言
の
目
的
で
す
。そ
れ
を
戦
略

に
ま
と
め
る
の
は
非
常
に
短
期
間
で
し

た
が
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
ま

し
た
。

│
自
治
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は「
三

層
分
離
」と
呼
ば
れ
、そ
れ
ぞ
れ
の
業
務

に
よ
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
分
か
れ
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
。

中
山　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
担
当
す
る
立
場
か
ら
言
え
ば
、
三

層
分
離
は
イ
ン
シ
デ
ン
ト
を
防
ぐ
と
い

う
意
味
で
は
有
効
で
す
。し
か
し
複
数

の
端
末
を
使
い
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、使
い
勝
手
が
悪
か
っ
た
り
、運

用
コ
ス
ト
が
か
さ
ん
だ
り
な
ど
、こ
こ
数

年
は
弊
害
の
方
が
目
立
ち
始
め
て
い
ま

し
た
。

松
田　
従
来
の
環
境
は
規
模
の
大
き
な

仮
想
基
盤
が
複
数
あ
る
な
ど
、
運
用
上

の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。豊
中
市
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
沿
っ
て
は
い

る
も
の
の
、
ベ
ン
ダ
ー
が
異
な
る
こ
と

で
微
妙
な
違
い
が
あ
り
、
運
用
が
煩
雑

化
し
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
仮
想
基
盤

統
合
と
端
末
台
数
削
減
を
そ
れ
ぞ
れ
別

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
動
か
し
て
い

た
の
で
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン

ト
戦
略
策
定
後
は
、
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
統
合
。原
課
か
ら
の
要
望
も
視

野
に
入
れ
つ
つ
、
デ
ジ
タ
ル
基
盤
構
築

に
向
け
て
動
き
始
め
ま
し
た
。

先
進
的
な
提
案
や
業
務
品
質
、

サ
ポ
ー
ト
体
制
に
高
い
評
価

─
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
N
E 

C
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
を
選
定
し
た

の
に
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

松
田　
ま
ず
は
豊
中
市
と
し
て
の
要
望

を
か
な
え
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在

す
る
の
か
ど
う
か
、
も
し
存
在
し
た
と

し
て
、
そ
れ
を
自
治
体
に
提
供
で
き
る

ベ
ン
ダ
ー
が
あ
る
の
か
と
い
う
点
が
不

安
で
し
た
。そ
こ
で
、
ま
ず
2
0
2
1

年
の
夏
に
R
F
I（
情
報
提
供
依
頼
書
）

と
い
う
形
で
情
報
提
供
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。こ
れ
に
応
じ
て
く
れ
た
ベ
ン
ダ
ー

と
の
情
報
交
換
を
通
じ
て
仕
様
書
を
作

成
し
、2
0
2
2
年
2
月
に
R
F
C
・

R
F
Q（
意
見
招
請
・
見
積
依
頼
）を

実
施
。2
0
2
2
年
5
月
か
ら
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル（
企
画
・
提
案
）を
実
施
し
ま

し
た
。

中
山　
今
回
構
築
す
る
環
境
は
先
進
的

で
あ
る
上
に
運
用
・
保
守
が
続
い
て
い

く
こ
と
か
ら
、
サ
ポ
ー
ト
や
保
守
の
面

で
信
頼
で
き
る
ベ
ン
ダ
ー
に
任
せ
た

い
、
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

N
E
C
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
と
は
汎

用
機
の
時
代
か
ら
お
付
き
合
い
が
あ

り
、
保
守
対
応
や
作
業
品
質
に
は
信
頼

が
持
て
ま
し
た
。

松
田　
自
治
体
向
け
と
い
う
と〝
守
り
〟

の
提
案
を
持
っ
て
く
る
ケ
ー
ス
が
多
い

の
で
す
が
、N
E
C
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

の
提
案
は
ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
を
含
む
最
新

の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
盛
り
込
ま
れ
た

〝
攻
め
〟の
提
案
だ
と
い
う
印
象
を
受
け

ま
し
た
。提
案
内
容
の
細
部
に
わ
た
る

ま
で
説
明
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、実
現
性

が
あ
る
と
感
じ
ら
れ
た
の
も
、選
定
上
の

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

─
ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
を
採
り
入
れ
た

提
案
を
受
け
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
印

象
を
受
け
ま
し
た
か
。

松
田　
概
念
と
し
て
は
知
っ
て
い
ま
し

た
。初
め
に
提
案
を
受
け
た
と
き
は
自

治
体
の
シ
ス
テ
ム
で
も
実
現
で
き
る
の

か
、
と
驚
き
ま
し
た
。自
治
体
向
け
の

実
績
が
乏
し
い
ベ
ン
ダ
ー
の
場
合
、
提

案
は
で
き
て
も
稼
働
ま
で
至
ら
な
い
か

も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
が
あ
り
ま

す
。そ
の
点
、
自
治
体
で
の
導
入
事
例

が
豊
富
な
N
E
C
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
に
は
信
頼
が
持
て
ま
し
た
。

中
山　

ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
と
い
う
考
え

方
、
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
の
は

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
採
用
す

る
こ
と
に
な
る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん

で
し
た
。新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

に
移
行
す
る
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
運
用
も

変
わ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
対
す
る
サ

ポ
ー
ト
も
手
厚
い
と
い
う
印
象
を
受
け

ま
し
た
。

伊
藤　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
お

い
て
、
技
術
的
に
困
難
な
部
分
は
あ
る

と
最
初
か
ら
考
え
て
い
ま
し
た
。途
中

で
壁
に
突
き
当
た
る
の
も
想
定
内
で

す
。N
E
C
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
に
は
、

困
難
な
状
況
で
も
適
切
な
対
応
を
し
て

く
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
性
と
利
便
性
の

両
立
を
実
現

─
デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
構
築
に
よ
っ

て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
成
果
が
あ

り
ま
す
か
。

松
田　
複
数
の
業
務
を
1
台
の
端
末
で

実
施
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
職
員
の
利

便
性
が
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。2
要

素
認
証
、I
D
a
a
S
※
1

な
ど
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
を
導
入
し
、
市
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
準
拠
し
つ
つ

も
認
可
さ
れ
た
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を

快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。す
で
に
新
し
い
環
境
へ
移
行
し
た

原
課
か
ら
は「
こ
の
環
境
が
あ
れ
ば
や

り
た
か
っ
た
こ
と
が
実
現
で
き
そ
う
」

と
評
価
を
受
け
て
お
り
、
新
た
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
に
対
す
る
職
員
全
体
の

期
待
度
は
高
い
と
見
て
い
ま
す
。ま
た
、

仮
想
基
盤
の
統
合
と
端
末
の
集
約
に

よ
っ
て
端
末
や
サ
ー
バ
の
維
持
費
な
ど

が
削
減
さ
れ
る
た
め
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス

ト
の
削
減
効
果
は
大
き
い
と
試
算
し
て

い
ま
す
。

中
山　
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の

ゼロトラストを前提とした自治体ネットワークの全体図

※1　IDaaS（IDentity as a Service）：クラウド経由でID認証、ID管理、シングルサインオン、アクセス制御、ログ管理などを提供するサービス。 1011
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部門紹介！

関西第一営業部は一課から三課に分かれており、一課が民需
と和歌山県内の自治体に加えてNECグループと連携した医療向
けの提案、二課が大阪府下の自治体、三課は京都に拠点を構え、
京都府内の自治体を担当している。上半期は北摂地区の自治体
への提案、医療機関向けのランサムウェア対策など多くの引き合
いがあった。メンバーは21人で、そのうち9人が20代である。部署
の方針として、スピード感ある対応と業界や商材に対する知識量
の多さを特に重視。若手社員が多いこともあり、毎週月曜日には
技術や営業スキルアップに向けた研修会を開催。民需を中心に
担当している関西第二営業部との合同研修会を定期的に開くな
ど、部署間でのコミュニケーションも活発である。

西日本営業本部 関西第一営業部
　関西第一営業部は若手社員が多く、活気あふれる部署です。私が
もともとエンジニア出身ということもあり、部員に対しては製品や技
術に関する幅広い知識を習得するよう指導しています。提案する立
場でありながら、お客さまよりも知識が乏しい状態では話を聞き入れ
てはもらえません。変化がめまぐるしいデジタル領域ではありますが、
定期的な勉強会を通して部署内の知識レベル向上を図っています。
　今回のプロジェクトは、我々が手掛けたゼロトラストの先進事例を
基に、自治体向けとして初めて受注した大型
案件です。提案内容の先進性のみならず、
運用保守の品質や手厚いサポート体制も高
い評価を受けています。今回の経験を他の
自治体への提案にも生かし、全社をリードで
きる存在になることを目指します。

西日本営業本部 関西第一営業部長

近藤 巧

部長コメント

構
築
に
加
え
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
シ
ス

テ
ム
の
監
視
業
務
も
N
E
C
フ
ィ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
に
委
託
し
た
た
め
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
に
向
け
て
更
に
強
固
な

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
確
保
で
き
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

─
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
今
後
の

計
画
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

伊
藤　
2
0
2
3
年
度
以
降
は
デ
ジ

タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
戦
略
2
・
0
と
い

う
位
置
付
け
で
、新
た
な
戦
略
の
下
、改

革
を
進
め
ま
す
。
最
も
重
要
な
の
は
、

市
民
や
職
員
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ

ト
を
実
感
・
共
感
し
て
も
ら
う
こ
と
で

す
。こ
れ
を
2
0
2
5
年
ま
で
の
3
年

計
画
で
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

松
田　
2
0
2
3
年
度
以
降
、
新
た
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
利
用
者
は
更
に

増
え
る
見
込
み
で
す
。端
末
の
集
約
を

段
階
的
に
進
め
、
業
務
効
率
化
や
利
便

性
の
向
上
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

中
山　
仮
想
基
盤
の
統
合
や
端
末
の
集

約
と
並
行
し
て
、
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行

も
進
め
ま
す
。物
理
サ
ー
バ
更
新
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
デ
ジ
タ
ル
基
盤
に
統
合

し
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
げ

て
い
く
計
画
で
す
。将
来
的
に
は
ガ
バ

メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
接
続
や
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

伊
藤　
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
戦
略

の
推
進
に
は
、
伴
走
し
て
い
く
パ
ー
ト

ナ
ー
が
必
要
で
す
。N
E
C
フ
ィ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
に
は
、
我
々
の
デ
ジ
タ
ル
戦

略
を
共
に
進
め
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

パブリックソリューション事業部
公共ソリューション部 主任

鯉登 芳一

西日本営業本部
関西第一営業部 営業第二課

中植 浩人
大阪府下の中核市以上の自治体
への営業を担当しています。行政
のデジタル化はこれから更に加速
すると考えており、今回のプロジェ
クトでも先進的な提案を採用して
いただきました。とよなかデジタ
ル・ガバメント戦略はこれから本
格化していきますが、豊中市様の
要望に対して適切なサポートを継
続していきます。

私は全国の自治体向けに提案支
援をするのが主な業務です。今回
のプロジェクトでも、企画書作成
のサポートなどを担当しました。ゼ
ロトラストなどのITに関する最新
トレンドや政府のデジタル化施策
の動向、他の自治体の取り組み事
例などを集約し、豊中市様の今後
の課題解決につながる提案を支
援していきます。

担当者からひとこと

1947年生まれ。日本経済新聞社でハイテク分野
などを担当。日経マグロウヒル社（現・日経BP社）
では『日経コンピュータ』『日経パソコン』の創刊に
関わる。2003年、MM総研の代表取締役所長に就
任。2019年7月から同社特別顧問

文＝中島 洋［ Nakajima Hiroshi ］

株式会社MM総研 特別顧問

第     回 34

［ ハイパーオートメーション ］

RPAを超える全体最適への道

事 務室の自動化（OA）、工場の

自動化（FA）、定型業務の自

動化（RPA）─そもそもコンピュータ

は自動化のための道具である。現在は

各領域で発達した個々の自動化ツール

を統合し、より効果的に全体プロセスを

自動化する「ハイパーオートメーション」

が注目されている。日本語に訳せば「超

越自動化」。企業の間で浸透したRPA

を超える自動化の新しい動きである。

　企業活動はさまざまな分野で自動化

が進んでいる。「人工知能」と訳されるAI

は画像認識や音声認識、自然言語処理

など人間の脳の働きをシステムが代わっ

て実行する技術である。OCRは伝票や

書類から文字や数字などのデータを自

動的に読み取る。バーコードや二次元

コードもコンピュータが情報を読み取る。

クラウド上で複数のアプリを連携させて

複合的にデータ処理するiPaaSもある。

そして、ソフトウェアロボットによって定型

業務を自動処理するRPAが効率化を推

進するツールとして普及してきた。

　個々の自動化技術はそれぞれの領域

で飛躍的に効率化を推進してきた。しか

し、今後重要なのは「全体のプロセスの

自動化」である。個別最適を超えて全体

最適を追求する。加えて、システムの統

合を容易にする可能性を秘めた「生成

AI」も登場してきたので、1つ上の次元

で自動化を進める─ハイパーオート

メーションが実現する。

　課題も見えてきた。システムの連携や

統合には、業務プロセス全体を可視化

して無駄な処理工程を発見し、全体最

適を目指すことが必要だが、この作業が

大変だ。コストもかかる。ただ、このシス

テムの見直しで業務処理時間が大幅

に短縮できる。業務プロセスの改革

（BPR）で人材の余裕を生み出し、企業

全体の業務改革にもつながる。ほとんど

の工程で人が関わらなくなるので、人為

的ミスや不正のリスクを大幅に減らす効

果も期待できる。

　ハイパーオートメーションの上でRPA

は局所的なものにはなるが、重要な部

分だ。ビッグデータの獲得や分析などと

組み合わさって、データの自動収集や加

工処理、自動出力などに発展し、全体自

動化システムが実現する。

　RPAは事務作業の自動化手段として

すでに多くの企業や自治体などが採用し

ているが、登場時に比べ、周辺のICT環

境は大きく変化している。さまざまな個別

分野で自動化技術が大きく発展し、AIの

進展で電子メールやSNS、画像、映像、

音声などの処理が容易になり、多国語翻

訳技術も飛躍的に向上した。自動生成

AIも想像を超えた進歩である。どういう結

果を求めたいか音声で要求すれば、音声

や文章、グラフなどで出力してくれる。

　いろいろな領域での自動化技術の発

展と連携して、更にハイパーオートメーショ

ンは進展する。異分野の連携には困難も

伴うが、それを乗り越えて次の経営革新

のキーになりそうである。
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システム、ICT機器の安定稼働には、
定期的な保守や不具合発生時の迅速な復旧が欠かせない。
それらの作業は全国の拠点に所属する
CE（カスタマエンジニア）が担っている。
彼らの業務を支えているのが、保守部品を管理する
テクニカルセンターの従業員や、CEの研修・教育を担当する
インストラクターたちである。

保守部品の管理、
社内教育を通じて
顧客満足度向上に寄与

保
守
パ
ー
ツ
配
送
の
改
革
、

C
E
の
効
率
化
支
援
に
取
り
組
む

　
N
E
C
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
で
は
、保

守
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
部
品
を
全
国

1
2
0
カ
所
の
倉
庫
で
合
計
1
0
0
万

ア
イ
テ
ム
以
上
管
理
し
て
い
る
。こ
れ

ら
保
守
部
品
の
調
達
や
在
庫
管
理
、
全

国
へ
の
配
送
手
配
な
ど
を
担
っ
て
い
る

の
が
、
川
崎
テ
ッ
ク
戦
略
本
部
・
配
備

戦
略
部
で
あ
る
。必
要
な
保
守
部
品
を

過
不
足
な
く
そ
ろ
え
、
で
き
る
だ
け
最

短
で
全
国
の
C
E
た
ち
に
届
け
る
た

め
に
、
受
注
デ
ー
タ
や
出
庫
実
績
な
ど

を
基
に
需
要
を
予
測
し
て
配
備
計
画
を

立
て
て
い
る
。

　

配
備
戦
略
部
の
大
庭
景
之
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は「
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、市
場
環
境

の
急
激
な
変
化
で
需
給
予
測
が
困
難
に

な
っ
た
」と
語
る
。
物
流
網
の
乱
れ
や

半
導
体
不
足
の
影
響
で
、
海
外
か
ら
の

部
品
供
給
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
り
、
納
期

に
遅
延
が
生
じ
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

頻
発
し
た
。「
ど
の
パ
ー
ツ
が
一
番
ク

リ
テ
ィ
カ
ル
な
影
響
が
あ
る
の
か
を
特

定
し
、
緊
急
か
つ
重
要
と
見
ら
れ
る

パ
ー
ツ
か
ら
順
に
手
配
を
進
め
た
。部

品
の
や
り
く
り
に
は
と
て
も
苦
労
し

た
」と
当
時
を
振
り
返
る
。
さ
ら
に
各

企
業
で
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
増
設
が
続

き
大
型
サ
ー
バ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
保
守
部
品
の
管
理
や
配

送
業
務
の
改
革
は
急
務
と
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
立
ち
上
が
っ
た
の
が
、
自
社

で
購
入
し
た
保
守
部
品
の
最
適
化
に
よ

る
棚
卸
改
善
や
、
部
品
運
搬
コ
ス
ト
の

削
減
を
主
眼
に
置
い
た「
配
備
業
務
改

革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
あ
る
。
大
庭
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
就
任
。市
場
環
境

や
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る
体

制
の
確
立
が
必
要
と
の
考
え
か
ら
、
部

品
調
達
お
よ
び
管
理
の
標
準
化
に
乗
り

出
し
た
。部
品
の
配
備
、
発
注
の
基
準

を
見
直
し
、
効
率
的
に
運
用
す
る
仕
組

み
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。昨
今
は
原

油
高
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
影
響
で
物

流
費
の
高
騰
が
問
題
視
さ
れ
て
お
り

「
顧
客
の
拠
点
に
近
い
倉
庫
に
あ
ら
か

じ
め
予
備
の
部
品
を
置
い
た
り
、C
E

が
効
率
的
に
動
け
る
よ
う
な
体
制
の
検

討
も
必
要
」と
考
え
て
い
る
。

　
2
0
2
3
年
9
月
に
は
、B
C
P
対

策
の
一
環
と
し
て
新
た
に「
相
模
原
テ

ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
。
川
崎
、

相
模
原
と
2
つ
の
大
規
模
配
送
拠
点
を

備
え
る
こ
と
で
、
保
守
を
効
率
化
で
き

る
体
制
を
着
々
と
築
い
て
い
る
。「
ゆ

く
ゆ
く
は
A
I
を
活
用
し
た
将
来
予

測
も
で
き
た
ら
、
と
思
う
。『
2
0
2
4

年
問
題
』は
物
流
に
大
き
な
影
響
を
与

え
そ
う
だ
が
、
課
題
解
決
に
向
け
て
粘

り
強
く
取
り
組
む
」と
意
気
込
む
。

「
満
足
」
の
先
に
あ
る 

「
感
動
」
を
目
指
す

　
C
S
品
質
統
括
本
部
の
傘
下
に
あ
る

C
S
マ
イ
ン
ド
推
進
部
は
、
全
社
の

C
S
マ
イ
ン
ド
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
社
内
研
修

や
、
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
分
析
か
ら
の
企

画
・
立
案
を
行
っ
て
い
る
。メ
ン
バ
ー

は
8
人
で
、
お
客
さ
ま
対
応
の
経
験
が

豊
富
な
30
代
か
ら
50
代
の
中
堅
、
ベ
テ

ラ
ン
従
業
員
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い

る
。C
S
講
習
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

を
務
め
る
C
S
マ
イ
ン
ド
推
進
部
主

任
の
本
郷
裕
士
さ
ん
は
、「
I
T
サ
ー

ビ
ス
業
は『
人
』で
選
ぶ
時
代
。そ
の
土

台
に
な
る
C
S
マ
イ
ン
ド
醸
成
が
求

め
ら
れ
て
い
る
」と
話
す
。
以
前
は

C
E
と
し
て
お
客
さ
ま
対
応
を
し
て
い

た
経
験
か
ら「
今
は
お
客
さ
ま
も
I
T

に
関
す
る
情
報
を
持
ち
合
わ
せ
て
い

る
。だ
か
ら
こ
そ
知
識
や
技
術
に
加
え
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
応
対
品
質

の
向
上
が
重
要
で
あ
り
、
意
欲
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
」と
C
S
向
上

の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
て
い
る
。

　
N
E
C
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
C
S

マ
イ
ン
ド
醸
成
に
関
す
る
取
り
組
み

は
、2
0
1
8
年
か
ら
本
格
化
。C
S

講
習
は
お
客
さ
ま
と
直
接
関
わ
る
部
署

だ
け
で
は
な
く
、
バ
ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
と

呼
ば
れ
る
部
署
も
含
め
全
社
が
受
講
す

る
。「
立
場
や
背
景
、
考
え
方
の
違
い
が

あ
る
の
で
C
S
の
重
要
性
が
理
解
さ

れ
に
く
い
こ
と
も
あ
る
」と
し
つ
つ
も

「
ど
ん
な
仕
事
で
も
お
客
さ
ま
と
つ
な

が
っ
て
い
る
」か
ら
こ
そ
、部
署
に
関
わ

ら
ず
全
従
業
員
が
C
S
へ
の
意
識
を

高
め
て
ほ
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、C
S
講
習
は
リ

モ
ー
ト
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
増
え
た
。

参
加
者
を
集
め
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
一
方
で「
参
加
者
の
反
応
が

読
み
取
り
に
く
い
の
で
、
き
ち
ん
と
伝

わ
っ
て
い
る
か
不
安
に
感
じ
る
と
き
が

あ
る
。ま
た
、
参
加
者
同
士
が
対
面
で

会
話
す
る
こ
と
で
交
流
が
深
ま
り
、
新

た
な
課
題
発
見
に
も
つ
な
が
る
」こ
と

か
ら
、
機
会
が
あ
れ
ば
リ
ア
ル
開
催
に

し
た
方
が
よ
い
と
も
考
え
て
い
る
。

　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
な
ど

に
関
す
る
情
報
の
収
集
や
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
能
力
を
証
明
す
る
国
際
認
定

資
格「
Com 

p
T
I
A
」（
コ
ン
プ
テ
ィ

ア
）の
取
得
な
ど
に
も
取
り
組
む
。

「
C
S
と
い
う
概
念
が
一
般
化
し
た
今
、

お
客
さ
ま
に
た
だ
満
足
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
そ
の
先
に

あ
る『
感
動
』を
目
指
し
て
い
き
た
い
」

と
い
う
思
い
を
胸
に
、
研
修
内
容
の
さ

ら
な
る
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
と
従
業
員
の
お

客
さ
ま
対
応
支
援
を
続
け
て
い
く
。

保守部品を適切に管理すべく、自社購入品と支給
品のバランスを取り倉庫のキャパシティーに余裕を
持たせるようにしている

それぞれの行動変容につなげられるよう、講習
では参加者一人ひとりと対話を重ねることを意
識している

2005年の入社以来、一貫して川崎テクニカルセンター
で勤務。在庫管理システムの構築、DXプロジェクトの
推進などを経験し、2022年にマネージャーへ昇格。部
下の育成や管理も担うようになったが「年次が上の人
たちばかり」と恐縮する。「現場に行けば保守部品の手
配、輸送などの課題が見えてくるはず」との考えから、
機会があればCEの業務も経験してみたいと話す。冬
にかけての楽しみは、温泉とスキー。他にも読書が趣味
で、歴史小説やミステリー小説を愛読する。

NECフィールディング
川崎テック戦略本部
配備戦略部マネージャー

大庭 景之

PROFILE

2004年入社。西関東支社管内の各拠点
で15年間CE職を経験した後、2019年6
月より現職。インストラクターになってか
らは「昔いた拠点の先輩に『CEのときと
雰囲気がずいぶん変わった』と言われ
る」と苦笑い。ここ数年はフルマラソン大
会に出場しており、休日はトレーニング
に励む。「足切りラインをクリアして完
走」が目標。学生時代は野球部で、自宅
から横浜スタジアムが近いため「熱心な
ファンではない」ものの横浜DeNAベイ
スターズの試合観戦に足を運ぶことも。

NECフィールディング
CS品質統括本部
CSマインド推進部主任

本郷 裕士

PROFILE

vol.05すべての仕事は
お客さまに通じる

仕事の目的と
結果を意識する
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2110

1911

1711

0109

0509

NOW ON SALE
製品紹介 反応速度と検知精度を高めた電気化学式センサーを搭載。

BluetoothⓇ搭載でスマホに接続し、管理者は遠隔地での測
定結果をリアルタイムで確認可能。また、8桁までのID登録に
対応する他、本体には測定履歴を3,000件まで保存できます。

スマホとつながるアルコール検知器
ソシアック・ネオ

「第12回 NIPPON IT
チャリティ駅伝」へ協賛

　NECフィールディングがゴールドスポンサーとして
協賛している駅伝大会が東京・お台場のシンボルプ
ロムナード公園 セントラル広場で開催されました。
　数々のIT企業が大会運営に携わる同大会は、さま
ざまな悩みを抱える未就労者の社会復帰を支援す
ることを目的に2010年より行われています。大会の
収益金は就労支援や災害復興支援、障がい者支援
などに充てられます。
　NECフィールディングからは2チームがエントリー。
スポーツの秋と呼ぶにふさわしい気候の中、多くのラ
ンナーがお台場の街を駆け抜け、襷をつなぎました。

相模原テクニカルセンターを開設

　保守部品の管理・配送を担う川崎テクニカルセ
ンターのBCP倉庫として、神奈川県相模原市にあ
る大規模物流施設内に開設。災害発生時の事業継
続性を高めることはもちろん、保管スペース拡張や
保守部品管理・配送の効率化にも寄与します。

社内イベント「ReStyle-Fes2023」開催

　社内交流の活性化を目的としたイベントを開催
しました。「フィールディング　プライド〜You're 
on fire〜」をテーマに、チームワークの良さをア
ピールする企画や、当社が社会的貢献を果たした
実例の紹介、業務に必要な知識やセンスを問うク
イズ大会などを実施。イベントの合間には、各自が
仕事やプライベートで挑戦していることを宣言する
ショート動画を
流しました。当
日はお笑い芸
人・三 四 郎 の
お2人をゲスト
に招き、会場は
大いに盛り上
がりました。

「ITmedia Security Week
2023 秋」に出展

　当社の協業先である株式会社ソリトンシステム
ズと共同で出展。「その時現場では何が起こる？ ラ
ンサム被害の実態と、業務復旧に本
当に必要だったもの」と題したセミ
ナーを行いました。本セミナーはデジ
タルショールームでアーカイブ配信
中です。是非、ご視聴ください。

3月まで配信中
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W
i
n
d
ows
11
へ
の
更
新

に
向
け
た
課
題
は
多
い

　
W
i
n
d
o
w
s

10
の
サ
ポ
ー
ト

期
限
が
2
0
2
5
年
10
月
に
迫
る
中
、

W
i
n
d
o
w
s

11
へ
移
行
す
る
動

き
が
本
格
化
し
て
い
る
。新
た
な
O
S

に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る
こ
と
に
、
不

安
を
持
つ
企
業
も
多
い
だ
ろ
う
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
が
浸
透
し
業
務
用
パ
ソ

コ
ン
を
社
外
で
使
用
す
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
る
ほ
か
、基
幹
シ
ス
テ
ム
や
業
務

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ク
ラ
ウ
ド
活
用

な
ど
、シ
ス
テ
ム
の
運
用
形
態
も
大
き
く

変
化
し
て
い
る
。管
理
す
べ
き
端
末
の

種
類
や
台
数
が
増
え
、
利
用
環
境
が
多

様
化
し
た
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
な
端

末
管
理
も
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
大
企
業
の
場
合
、
全
国
に
あ
る
支
社

や
支
店
な
ど
を
含
め
て
一
斉
に
展
開
す

る
必
要
も
出
て
く
る
。マ
ス
タ
P
C
の

作
成
や
周
辺
機
器
と
の
互
換
性
チ
ェ
ッ

ク
、
各
種
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
動
作

検
証
な
ど
煩
雑
な
作
業
が
多
数
発
生

し
、
情
報
シ
ス
テ
ム
部
門
に
は
大
き
な

業
務
負
荷
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

　
O
S
の
移
行
直
後
に
は
、W
in
dows

10
と
は
異
な
る
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
や
一
部

操
作
方
法
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
、
社

員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
増
え
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、W
i
n
d
o
w
s

11
で
は

年
1
回
の
機
能
更
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
配
信

に
加
え
、
不
定
期
に
機
能
追
加
が
行
わ

れ
る
。こ
れ
に
よ
っ
て
手
間
を
か
け
ず

に
O
S
の
最
新
状
態
を
保
て
る
よ
う
に

な
っ
た
も
の
の
、ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
度
に

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
動
作
検
証
が
必

要
に
な
る
、
更
新
中
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
負
荷
が
か
か
り
や
す
く
な
る
な
ど
の

課
題
も
あ
る
。

新
O
S
の
導
入
か
ら
運
用
・
保
守

ま
で
を
ト
ー
タ
ル
に
サ
ポ
ー
ト

　
通
常
業
務
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
つ
つ
W
i
n
d
o
w
s

11
へ
ス
ム
ー

ズ
に
移
行
す
る
た
め
に
は
、O
S
移
行

に
関
す
る
知
識
と
ス
キ
ル
を
有
す
る
専

門
業
者
の
サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
な
い
。

N
E
C
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
は
、
歴
代

W
i
n
d
o
w
s
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
に
対
応
し
て
き
た
実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
、
お
客
さ
ま
の
使
用
状
況
や

管
理
基
盤
に
合
わ
せ
た
ス
ム
ー
ズ
な
移

行
作
業
に
対
応
し
て
い
る
。O
S
移
行

の
際
に
は
現
在
の
使
用
環
境
を
調
査

し
、
働
き
方
に
応
じ
た
資
産
管
理
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
、
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
を
検
討

す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
提
供
し
、
適
切

な
移
行
計
画
を
提
案
す
る
。

　

ま
た
、N
E
C
フ
ィ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

の
全
国
拠
点
を
活
用
し
、
お
客
さ
ま
の

各
拠
点
で
の
一
斉
導
入
や
土
日
祝
日
、

夜
間
を
利
用
し
た
展
開
と
い
っ
た
要
望

に
も
対
応
。ア
ク
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
ト

リ
な
ど
の
各
種
ユ
ー
ザ
ー
情
報
の
管

理
、権
限
設
定
な
ど
も
支
援
す
る
。

　
さ
ら
に
F
U
リ
リ
ー
ス
時
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
運
用
代
行
、
ト
ラ
ブ
ル
シ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
と
い
っ
た
社
内
ヘ
ル
プ
デ
ス

ク
業
務
も
代
行
し
て
い
る
。ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
故
障
時
の
代
替
品
手
配
や
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の
迅
速
な

対
応
な
ど
、保
守
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関

し
て
も
万
全
の
体
制
が
敷
か
れ
て
い
る
。

Windows 11 移行サービスの
詳しい情報は下記でも

ご覧いただけます。

Windows 11 移行サービス

いちおし
ソリューション

Windows 11 移行サービス

図1　Windows 11 移行サービスの作業工程

設 計 準 備 実 行 保守・
運用

展開プロジェクトマネジメント

ヒアリング
要件定義

展開設計
（計画立案）

Autopilot設定

マスタ
PC作成

事前インストール
（キッティング）

設置・
撤去・移設

現地サーベイ
（事前調査）

現地
セットアップ

修 理

付帯工事
（通信、電気）

データ消去

ヘルプデスク

配 送
広域3R

オペレーション

NECフィールディングからのお知らせ

9-12September-
December

バレーボールリーグ・
V.LEAGUE（V1女子）開幕

　バレーボール国内
最高峰リーグのV. LE 
AGUE（V1女子）が開
幕。NEC女 子 バレー
ボールチーム「NECレ 
ッドロケッツ」に所属
している当社の社員、
野嶋華澄選手も出場
しています。ⒸNEC RED ROCKETS
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う
な
音
で
泣
く
け
れ
ど
、
私
も
ず
っ
と
あ
な
た

の
部
屋
の
戸
を
叩
い
て
い
た
の
で
す
よ
）』と
い

う
歌
が
届
い
た
」

　

叩
い
た
男
が
誰
か
わ
か
ら
な
い
し
、
紫
式
部

は
部
屋
に
男
を
入
れ
な
か
っ
た
う
え
、
贈
っ
て

き
た
歌
に
対
し「
ど
う
せ
あ
な
た
に
と
っ
て
火

遊
び
で
し
ょ
う
し
、
戸
を
開
け
た
ら
後
悔
し
た

は
ず
」と
い
う
返
歌
を
し
た
と
あ
る
。

　

た
だ
、
道
長
の
逸
話
に
続
い
て『
紫
式
部
日

記
』に
記
さ
れ
て
い
る
話
な
の
で
、
戸
を
叩
い
た

男
は
道
長
本
人
だ
と
い
う
説
が
有
力
だ
。

　

平
安
時
代
の
恋
愛
は
、
男
が
女
に
愛
を
告
白

す
る
和
歌
を
贈
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。た
だ
、一

度
は
女
が
断
る
の
が
エ
チ
ケ
ッ
ト
だ
っ
た
。や
が

て
二
度
、三
度
と
愛
の
歌
が
届
き
、女
性
が
そ
の

想
い
を
受
け
入
れ
た
場
合
、
返
歌
を
男
に
届
け

る
。も
ち
ろ
ん
男
は
そ
の
夜
、女
の
屋
敷
へ
忍
び

こ
ん
で
想
い
を
遂
げ
る
の
だ
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
河
ド
ラ
マ
で
は
二
人
の

関
係
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
る
の
か
、
今
か
ら

大
変
楽
し
み
で
あ
る
。

19 18

1965年東京都出身。歴史作家・歴史研
究家。多摩大学客員教授、早稲田大学講
師も務める。テレビ番組『世界一受けたい
授業』のスペシャル講師などでも活躍。『変
と乱の日本史』『日本史は逆から学べ』（とも
に光文社知恵の森文庫）、など著書多数。

かわい・あつし

　

二
〇
二
四
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
光
る

君
へ
」は
、
一
条
天
皇
の
中
宮
彰し

ょ
う
し子
に
仕
え
た
女

房
・
紫
式
部
の
生
涯
を
描
く
。そ
ん
な
彼
女
が
書

い
た『
源
氏
物
語
』の
主
人
公
・
光
源
氏
は
、藤
原

道
長
が
モ
デ
ル
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
今
回
は
、
こ
の
道
長
に
つ
い
て
紹
介
し

よ
う
。

　

周
知
の
よ
う
に
藤
原
道
長
は
、
摂
関
政
治
の

全
盛
期
を
築
い
た
人
物
で
あ
る
。た
だ
、摂
関
政

治
と
い
う
の
は
、
藤
原
氏（
北
家
）が
天
皇
を
補

佐
す
る
摂
政
や
関
白
の
地
位
に
つ
い
て
権
力
を

振
る
う
わ
け
で
は
な
い
。
大
事
な
の
は
摂
関
職

に
就
く
こ
と
で
は
な
く
、
天
皇
の
外
戚（
母
方
の

親
戚
）に
な
る
こ
と
な
の
だ
。実
際
、
道
長
は
関

白
に
就
い
て
い
な
い
。

　

娘
や
妹
を
天
皇
に
嫁
が
せ
て
皇
子
を
も
う
け

さ
せ
、
そ
の
子
を
天
皇
に
し
て
権
力
を
振
る
う

の
だ
。
だ
か
ら
天
皇
が
自
分
の
娘
や
妹
を
寵
愛

す
る
よ
う
、教
養
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
、紫

式
部
や
清
少
納
言
と
い
っ
た
才
女
を
雇
っ
た
の

で
あ
る
。

　

た
だ
、
ど
う
に
か
娘
や
妹
を
天
皇
に
輿
入
れ

さ
せ
た
と
し
て
、
二
人
の
間
に
皇
子
が
生
ま
れ

る
か
ど
う
か
は
運
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
意
味

で
道
長
は
、幸
運
児
と
い
え
た
。

　

ま
ず
は
娘
の
彰
子
を
一
条
天
皇
の
中
宮
と

し
、さ
ら
に
妍け

ん
し子

を
三
条
天
皇
の
妃
に
、そ
し
て

次
に
彰
子
が
生
ん
だ
子（
後
の
後
一
条
天
皇
）に

威い

し子
を
立
后
さ
せ
た
。一
家
三
后
を
実
現
す
る

の
は
、前
代
未
聞
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

道
長
は
、
関
白
兼
家
の
五
男
と
し
て
生
ま
れ

た
。兄
が
多
く
い
た
の
で
、外
戚
と
し
て
政
権
を

担
う
可
能
性
は
薄
か
っ
た
が
、
野
心
家
だ
っ
た

彼
は
、結
婚
に
よ
っ
て
活
路
を
開
こ
う
と
、左
大

臣
・
源
雅
信
の
娘
・
倫り

ん
し子
に
思
い
切
っ
て
結
婚

を
申
し
込
ん
だ
。し
か
し
雅
信
は
、倫
子
を
天
皇

の
后
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
、
良
い
顔

を
し
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
を
説
得
し
た
の
が
、倫
子
の
母
・
穆ぼ

く
し子

で

あ
っ
た
。
彼
女
は
道
長
を
見
て
将
来
有
望
だ
と

直
感
し
た
ら
し
い
。
こ
う
し
て
道
長
は
左
大
臣

の
娘
を
妻
に
で
き
た
わ
け
だ
が
、
も
し
穆
子
の

後
援
が
な
け
れ
ば
、
道
長
の
未
来
は
変
わ
っ
て

い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
長
女
の
彰
子
が
誕
生
す
る

と
、
道
長
は
倫
子
の
住
む
屋
敷（
土
御
門
第
）に

移
り
同
居
し
た
よ
う
だ
。倫
子
は
そ
の
後
、二
男

三
女
を
産
ん
だ
。

　

倫
子
と
結
婚
し
た
翌
年
、
道
長
は
二
人
目
の

妻（
側
室
）を
も
ら
っ
た
。故
・
左
大
臣
源
高
明
の

娘
・
明め

い
し子

で
あ
る
。当
時
、貴
族
が
二
人
の
妻
を

持
つ
こ
と
は
不
実
で
は
な
い
。
明
子
は
父
亡
き

あ
と
、
円
融
天
皇
の
女
御
で
あ
る
詮せ

ん
し子
に
養
育

さ
れ
て
い
た
。
詮
子
は
、
道
長
の
実
姉
に
あ
た

り
、
一
条
天
皇
の
生
母
と
し
て
朝
廷
内
に
隠
然

た
る
力
を
持
っ
て
い
た
。つ
ま
り
道
長
は
、明
子

と
結
婚
す
る
こ
と
で
、姉
・
詮
子
の
引
き
立
て
を

ね
ら
っ
た
の
だ
。

　

同
じ
こ
と
を
考
え
て
明
子
に
求
婚
す
る
男
は

少
な
く
な
か
っ
た
が
、
最
終
的
に
明
子
を
射
止

め
た
の
は
道
長
だ
っ
た
。そ
れ
は
、詮
子
が
弟
の

道
長
を
い
た
く
気
に
入
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
道
長
は
、
な
ぜ
か
年
上
の
女
性
に

気
に
入
ら
れ
、
そ
の
引
き
立
て
に
よ
っ
て
栄
達

し
て
い
っ
た
。

　

明
子
と
の
間
に
も
四
男
二
女
が
誕
生
し
て
お

り
、道
長
は
ま
こ
と
に
子
福
者
で
あ
っ
た
。

　

倫
子
と
明
子
以
外
に
も
、
道
長
は
源
簾れ

ん
し子
、

源し
げ
み
つ
の
む
す
め

重
光
娘
、藤た

め
み
つ
の
む
す
め

原
為
光
娘
、藤
原
穠じ

ょ
う
し子

な
ど
多
く

の
妻
を
持
つ
よ
う
に
な
る
が
、
ほ
か
に
も
性
愛

関
係
を
結
ん
だ
女
性
は
い
た
と
思
わ
れ
る
。一

説
に
は
、
紫
式
部
と
も
そ
う
し
た
関
係
に
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

『
紫
式
部
日
記
』に
よ
れ
ば
、
あ
る
と
き
道
長
が

娘
の
彰
子
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
き
て
、
部
屋
に

置
か
れ
て
い
る『
源
氏
物
語
』を
手
に
と
り
、
そ

の
場
に
い
た
紫
式
部
に
向
か
っ
て「
こ
ん
な
物

語
を
書
く
あ
な
た
は
、
相
当
な
好
き
者
だ
と
評

判
だ
よ
。
き
っ
と
あ
な
た
の
部
屋
を
素
通
り
す

る
男
は
い
な
い
で
し
ょ
う
」と
い
う
戯
れ
歌
を

詠
ん
だ
と
い
う
。

　

す
る
と
紫
式
部
は
、
即
興
で「
私
は
ま
だ
男
性

を
知
ら
な
い
の
に
、
誰
が
私
を
好
き
者
と
い
っ

て
い
る
の
か
し
ら
。
怪
し
か
ら
ぬ
こ
と
で
す
」と

返
歌
し
た
。じ
つ
は
紫
式
部
は
結
婚
歴
が
あ
り
、

娘
を
一
人
も
う
け
て
い
た
。ま
っ
た
く
よ
く
言
っ

た
も
の
だ
が
、こ
の
逸
話
の
す
ぐ
後
に
、次
の
よ

う
な
文
章
が
載
っ
て
い
る
。

「
あ
る
夜
、部
屋
の
戸
を
た
た
く
人
が
い
る
。私

は
恐
ろ
し
さ
に
息
を
潜
め
、
じ
っ
と
夜
が
明
け

る
の
を
待
っ
た
。す
る
と
早
朝
に『
夜
も
す
が
ら

水
鶏
よ
り
け
に
泣
く
泣
く
ぞ　

真
木
の
戸
口
に

叩
き
わ
び
つ
る（
水
鶏
は
夜
通
し
、
戸
を
叩
く
よ

お
と
な
の
歴
史
再
入
門
第
28
回

な
ぜ
か
年
上
の
女
性
に
も
て
る
藤
原
道
長

河
合 
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